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緒言
小児期の生活習慣は校合機能や運動能力に影響を与えると考えられる｡本研究では,
成長期における小児の唆合能力と全身機能との関連を把握するため,喫合能力,運動能
力と土踏まず形成および重心動揺の関連性について調査を行った｡
対象と方法
本研究の主旨に同意した保育園児225名 (3-5歳)を対象とした｡
1.身長と体重の測定
成長発達指標として,身長と体重を測定し,カウプ指数 (栄養発育指数)を算出した｡
2.唆合能力の測定
デンタルプレスケール50HタイプR(ジーシー,東京,日本)の感圧性フイルムSサ
イズを使用し唆合能力を測定した｡対象児に数回唆合の練習をさせ,3秒間フイルムを
唆頭横合させた｡採得後は,直ちに専用の遮光容器に保管し,24時間以内にオクルーザ
FーPD705(ジーシー,東京,日本)にてデータを解析した｡唆合能力として,唆合接触
面積,喫合力を用いた｡各年齢群で唆合力の上位25%を嘆合力上位群,下位25%を唆合
力下位群,その他を岐合力中間群として運動能力および重心動揺を比較した｡
3.運動能力の測定
本研究では体力テストのソフトボール投げ,立ち幅跳び,25m走,開眼片足立ちの4
項目を運動能力として用いた｡
4,重心動揺の測定
自動姿勢重心解析装置VTS-311(Patela社,東京,日本)を用いて,開眼時の重心
動揺総距離と総面積を測定した｡重心動揺の測定場所を対象児が環境に影響されないよ
うに確保した｡検査者が付き添い,両足のつま先から鍾までが平行に,両手は体の側面
で伸ばし,直立姿勢を保持したロンベルグ姿勢で,裸足で測定装置の上に起立させ,節
方2mに位置する視標を注視させた｡視標は小児になじみのあるアニメのキャラクター
を用いて測定中に注意力が分散しないようにした｡初期動揺が安定してから重心動揺総
距離と総面積を 10秒間測定した｡各年齢群で重心動揺総距離の少ない群 25%を重心動
揺安定群,多い群25%を重心動揺不安定群,その他を重心動揺中間群として唆合能力お
よび運動能力を比較した｡
5.●土踏まず形成の測定
土踏まず形成の測定はスタンプ法を用い,判定は平沢のHライン法に準じた｡
6.倫理委員会の承認
本研究は保護者同意の元に行われ,個人情報に配慮してデータはすべて連携可能な匿
名化データとして分析を行った｡なお,本研究は岡山大学倫理委員会の承認を受けてい
る｡(承認番号 :319,320)
結果及び考察
1.対象児は増齢的に喫合能力が有意に高くなり,重心動揺は安定し,運動能力が向上
した0
2.各年齢群で唆合力上位群が下位群より重心動揺の値が小さかった｡5歳児では唆合
力上位群のほうがソフトボール投げの値が有意に大きかったC
3.各年齢群で重心動揺安定群が不安定群より唆合接触面積と唆合力の値が大で,3,
5歳児では有意に大きかった｡また,重心動揺安定群のほうが開眼片足立ちの値が大
で,3歳児では有意差が認められた｡
4.3歳児の土踏まず形成群は未形成群より唆合能力の値が大きく,重心動揺の値が小
さかった｡4,5歳児では土踏まず形成群は未形成群より唆合能力と運動能力の値が
大きく,5歳児では重心動揺総距離に有意差が認められた｡
本研究より頃合能九 重心動揺と土踏まず形成および運動能力は相互に影響する可能
性が示唆された｡小児歯科嶺域において唆合を正常に育成することは,全身の運動の発
達に寄与すると考えられる｡
